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内
科
の
石
川
芳
治
博
士
で
あ
っ
た
。
開
設
さ
れ
た
科
目
は
、
内
科
、
外

科
、
眼
科
、
皮
膚
科
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
、
耳
鼻
科
、
エ
ッ
ク
ス
線

科
（
十
月
四
日
よ
り
開
始
）
の
八
科
で
、
医
師
は
二
十
七
名
が
診
療
に

従
事
し
た
。

こ
の
病
院
の
活
動
は
約
八
十
日
間
で
、
十
一
月
二
十
日
に
神
奈
川
県

に
受
渡
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
約
一
万
人
の
外
来
患
者
、
一
、
二
五
四
人

の
入
院
患
者
の
診
療
を
行
っ
て
い
る
。

沢
村
院
長
等
の
診
療
報
告
に
よ
る
と
、
〃
特
種
ノ
疾
患
著
シ
ク
多
数
ニ

シ
テ
平
時
ニ
オ
ケ
ル
モ
ノ
ト
明
ニ
ソ
ノ
趣
ヲ
異
ニ
シ
、
震
災
ニ
ョ
ル
生

活
状
態
ノ
激
変
、
衣
食
住
ノ
欠
陥
ガ
如
何
二
人
体
健
康
ノ
上
二
大
ナ
ル

影
響
ヲ
及
ボ
セ
シ
ャ
ヲ
窺
ウ
コ
ト
ヲ
得
ベ
ク
、
好
個
ノ
参
考
資
料
ト
シ

テ
後
年
二
伝
フ
ベ
キ
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
レ
ル
・
〃
と
し
て
い
る
。

特
に
医
師
団
が
注
目
し
た
の
は
、
今
日
い
う
と
こ
ろ
の
「
心
的
外
傷

後
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
」
に
相
当
す
る
神
経
衰
弱
、
地
震
恐
怖

症
等
の
精
神
障
害
の
多
発
で
あ
っ
た
。

（
平
成
十
三
年
十
月
例
会
）

真
柳
誠

連
合
王
国
の
国
家
図
書
館
（
弓
胃
Ｚ
目
（
）
ロ
巴
巨
耳
四
ご
旦
号
の

ご
巨
詳
＆
寓
侭
８
日
）
は
大
英
図
書
館
（
弓
胃
即
旨
普
Ｆ
ご
国
昌
）
と

呼
ば
れ
、
大
英
博
物
館
（
国
扁
犀
’
三
号
冨
吊
２
日
）
か
ら
一
九
七
三

大
英
図
書
館
の
ス
タ
イ
ン
医
薬
文
書

年
に
分
離
し
た
。
そ
の
壮
大
な
建
物
は
、
ネ
オ
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
で
有
名

な
ロ
ン
ド
ン
の
陣
、
勺
目
ｑ
閉
駅
に
隣
接
し
て
一
九
九
六
年
に
新
築
さ

れ
て
い
る
。
当
図
書
館
の
フ
ロ
ア
ー
３
に
東
方
・
イ
ン
ド
部
門

（
○
国
９
国
盲
目
胃
且
国
○
哉
８
）
が
あ
り
、
中
近
東
か
ら
極
東
ま
で
各

地
域
の
文
献
・
文
書
が
収
蔵
・
公
開
さ
れ
て
い
る
。

Ｐ
員
堅
陣
①
旨
（
一
八
六
二
～
一
九
四
三
）
が
西
域
探
検
で
将
来
し
た

ス
タ
イ
ン
文
書
も
当
部
門
に
収
蔵
さ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
漢
籍
・
国
書

は
川
瀬
一
馬
・
岡
崎
久
司
「
大
英
図
書
館
所
蔵
和
漢
害
総
目
録
』
（
講
談

社
、
一
九
九
六
）
に
載
り
、
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
ス

タ
イ
ン
文
書
は
か
っ
て
全
体
の
約
半
数
ま
で
し
か
目
録
に
取
ら
れ
て
お

ら
ず
、
し
か
も
そ
の
白
黒
写
真
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
し
か
公
開
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
隔
靴
掻
痒
の
感
が
あ
っ
た
。

真
柳
は
二
○
○
○
年
九
月
十
二
・
十
三
日
の
二
日
間
、
大
英
図
書
館

に
訪
書
す
る
機
会
を
得
た
。
こ
れ
を
機
に
大
英
図
書
館
で
調
査
中
の
中

国
医
史
文
献
研
究
所
の
王
淑
民
氏
に
切
隠
諺
以
降
の
教
示
も
い
た
だ

き
、
医
薬
に
関
連
す
る
全
文
書
の
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
作
製
を
申
請
し
、

念
願
を
は
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
ス
タ
イ
ン
の
将
来
し
た
文
言
は
元
々
、
大
英
博
物
館
に
収
め
ら

れ
て
い
た
が
、
一
九
七
三
年
の
大
英
図
書
館
分
離
に
伴
い
移
管
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
ス
タ
イ
ン
文
書
は
ｐ
Ｈ
ロ
８
座
Ｑ
］
隅
が
整
理
し
て
の
』

か
ら
い
＄
雪
ま
で
を
一
九
五
七
年
に
目
録
と
し
て
出
版
、
さ
ら
に
一

九
九
二
年
ま
で
に
日
本
・
台
湾
・
大
陸
の
研
究
者
に
よ
り
切
畠
②
塁
ま

で
が
目
録
化
さ
れ
た
。
う
ち
漢
文
の
医
薬
文
書
に
つ
い
て
は
以
下
の
先

行
研
究
が
あ
る
。
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中
尾
万
三
「
食
療
本
草
之
考
察
」
「
上
海
自
然
科
学
研
究
所
彙
報
」
一

巻
三
号
、
一
九
三
○
・
渡
辺
幸
三
「
敦
煙
本
食
療
本
草
に
対
す
る
文
献

学
的
研
究
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
一
五
巻
三
号
・
六
巻
一
号
、
一
九
五
五
。

宮
下
三
郎
「
張
仲
景
五
蔵
論
に
つ
い
て
」
『
漢
方
の
臨
床
」
六
巻
四
号
、

一
九
五
九
。
三
木
栄
「
ス
タ
イ
ン
敦
埋
文
書
ｚ
ｏ
い
ｓ
と
現
伝
宋
板

『
傷
寒
論
」
弁
脈
法
並
び
に
「
金
置
玉
函
経
」
弁
脈
と
の
比
較
付
ｚ
○
．

忠
匡
陣
届
急
『
平
脈
略
例
』
」
『
漢
方
の
臨
床
』
六
巻
五
号
、
一
九
五
九
。

宮
下
三
郎
「
敦
埋
本
「
張
仲
景
五
蔵
論
』
校
訳
注
」
『
東
方
学
報
」
第
三

五
冊
、
一
九
六
四
。
三
木
栄
「
西
域
出
土
医
薬
文
献
総
合
解
説
目
録
」

『
東
洋
学
報
」
四
七
巻
一
号
、
一
九
六
四
。
馬
継
興
「
唐
人
写
絵
灸
法
図

残
巻
考
」
「
文
物
』
六
期
、
一
九
六
四
（
郭
謂
春
主
編
『
中
国
針
灸
菅
華
．

第
二
分
冊
現
存
針
灸
医
籍
」
、
長
沙
・
湖
南
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九

八
五
に
転
載
）
・
三
木
栄
「
西
域
出
土
の
医
薬
漢
文
文
献
に
つ
い
て
舅
医

謹
』
復
刊
三
五
号
、
一
九
六
七
。
馬
継
興
「
『
食
療
本
草
」
文
献
学
的
研

究
」
、
謝
海
州
ら
輯
『
食
療
本
草
』
所
収
、
北
京
・
人
民
衛
生
出
版
社
、

一
九
八
四
。
小
曽
戸
洋
「
敦
埋
文
書
中
の
医
薬
文
献
（
そ
の
２
）
ス
タ

イ
ン
文
書
」
「
現
代
東
洋
医
学
」
七
巻
三
号
八
七
～
九
三
頁
、
一
九
八
六

（
「
中
国
医
学
古
典
と
日
本
』
第
五
章
、
東
京
・
塙
書
房
、
一
九
九
六
に

転
載
）
。
馬
継
興
主
編
「
敦
煙
古
医
籍
考
釈
』
、
南
昌
・
江
西
科
学
技
術

出
版
社
、
一
九
八
八
。
趙
健
雄
「
敦
埠
医
粋
敦
煙
遺
書
医
薬
文
選
校

釈
」
、
貴
陽
・
貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
。
王
糞
青
「
敦
埠
唐
人
写

本
備
急
単
験
薬
方
」
「
中
華
医
史
雑
誌
』
二
一
巻
二
期
、
一
九
九
一
・
叢

春
雨
主
編
「
敦
埋
中
医
薬
全
書
」
、
北
京
・
中
医
古
籍
出
版
社
、
一
九
九

四
。
張
儂
「
敦
埋
『
灸
経
図
」
残
図
及
古
穴
的
研
究
」
「
敦
埋
研
究
」
二

期
、
一
九
九
五
。
張
儂
「
「
灸
経
図
」
之
晶
煎
」
「
中
華
医
史
雑
誌
」
二

七
巻
二
期
、
一
九
九
七
。
張
儂
「
敦
埋
『
灸
経
図
』
簡
介
」
「
中
華
医
史

雑
誌
」
二
七
巻
三
期
、
一
九
九
七
。
馬
継
興
・
王
淑
民
ほ
か
「
敦
埋
医

薬
文
献
輯
校
」
、
南
京
・
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
。
王
淑
民
『
敦

煙
石
窟
秘
蔵
医
方
曽
経
散
失
海
外
的
中
医
古
方
」
、
北
京
・
北
京
医
科

大
学
中
国
協
和
医
科
大
学
聯
合
出
版
社
、
一
九
九
九
。
叢
春
雨
『
敦
埋

中
医
薬
精
華
発
微
』
、
北
京
・
中
医
古
籍
出
版
社
、
二
○
○
○
。
王
淑
民

「
敦
埋
「
備
急
単
験
薬
方
」
首
次
綴
輯
」
『
中
華
医
史
雑
誌
』
三
一
巻
一

期
、
二
○
○
一
・

以
上
の
研
究
は
最
後
の
一
つ
を
除
き
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
い
＄
雪

ま
で
に
基
づ
く
も
の
だ
が
、
今
回
の
訪
害
と
カ
ラ
ー
複
写
で
確
認
さ
れ

た
漢
文
医
薬
文
書
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

切
認
「
食
療
本
草
』
残
巻
、
薬
名
・
又
・
又
方
を
朱
書
。
の
＆
ｓ
原

「
傷
寒
論
』
「
弁
脈
法
」
残
巻
。
い
匡
雪
罰
失
名
医
方
書
。
切
匡
雪
く
失

名
医
方
書
。
砂
匿
認
道
家
医
方
言
。
切
圏
合
『
備
急
単
験
薬
方
』
残
巻

（
残
巻
上
部
が
、
、
忠
電
鴎
、
右
下
が
⑫
認
雷
、
左
下
が
⑫
鶴
当
と
い
う

形
状
に
綴
合
す
る
。
本
書
は
「
本
草
和
名
」
『
医
心
方
』
所
引
の
『
龍
門

（
百
八
）
方
』
（
晴
以
前
？
）
お
よ
び
龍
門
薬
方
洞
碑
文
（
唐
代
？
）
と

相
似
し
、
そ
れ
ら
の
ル
ー
ツ
系
統
ら
し
い
）
・
い
溺
閉
「
備
急
単
験
薬
方
」

残
巻
、
人
相
書
。
印
鹿
忠
く
失
名
医
方
書
。
切
堂
路
失
名
房
中
害
。
い

ぶ
鷺
『
新
修
本
草
』
残
巻
（
巻
十
八
末
尾
・
巻
十
九
頭
部
と
巻
十
七
〔
栗

条
末
尾
～
梅
実
条
途
中
、
い
程
壁
と
綴
合
〕
）
。
切
望
韻
失
名
医
方
書
。

印
圏
匡
「
張
仲
景
五
蔵
論
」
三
葉
、
以
下
「
平
脈
略
例
」
四
葉
。
い
望
笥

「
灸
経
明
堂
』
残
巻
。
切
副
囲
失
名
辞
穀
医
方
書
残
巻
。
い
＄
白
某
僧
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黄
煙
著
柴
崎
瑛
子
訳

『
中
医
伝
統
流
派
の
系
譜
』

漢
方
の
臨
床
を
専
門
と
し
て
い
て
も
、
過
去
の
学
説
を
、
臨
床
的
見

地
に
立
っ
て
系
統
的
に
研
究
す
る
学
問
分
野
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

る
人
は
少
な
い
。
各
家
学
説
研
究
と
呼
ば
れ
る
こ
の
学
問
分
野
は
、
一

九
五
○
年
代
に
北
京
中
医
学
院
教
授
・
任
応
秋
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
。

夫
去
監
紹

乞
請
某
大
徳
賜
薬
草
状
。
切
詔
認
類
本
草
序
例
残
巻
。
い
ぎ
邑
陵
陽
禁

方
残
巻
、
陰
陽
方
術
書
。
伊
窒
紹
失
名
医
方
書
。
切
邑
震
失
名
医
方
書

目
録
。
切
臼
露
灸
経
図
（
切
紹
縄
と
綴
合
す
る
）
。
印
臼
ご
く
失
名
医

方
書
。
ｍ
亀
お
く
『
平
脈
略
例
」
残
巻
（
ｍ
ｇ
急
ぐ
・
い
程
置
く
・
い

程
毒
・
切
記
諺
の
順
で
綴
合
す
る
）
。
の
ｓ
ｇ
灸
経
図
。
印
隠
語
『
平

脈
略
例
』
、
脈
書
。
い
程
皆
く
『
平
脈
略
例
』
残
巻
。
い
程
霞
く
『
新
修

本
草
』
巻
十
七
（
梅
実
条
）
残
巻
（
一
九
九
四
年
に
栄
新
江
が
『
新
修

本
草
」
残
巻
と
指
摘
）
。
い
程
お
『
平
脈
略
例
』
残
巻
。
の
韻
弓
失
名

医
方
書
（
存
三
行
）
。
い
＄
孟
療
服
石
方
。
い
ま
雪
シ
『
備
急
単
験
薬

方
』
残
巻
。
い
ま
雪
国
く
「
備
急
単
験
薬
方
」
（
巻
二
残
巻
。
い

］
急
曽
ぐ
脈
書
残
巻
。
い
］
届
畠
ぐ
療
服
石
方
。
い
』
屋
医
薬
方
残
片
（
存

一
行
）
。

（
平
成
十
三
年
十
一
月
例
会
）

介
詫
夫
＊
蒜
夫
詫
珠
弗
同
滞
夫
失
・
滞
夫
劣
糸
夫
詫
装

現
在
で
は
中
国
の
各
中
医
学
院
に
講
座
が
設
け
ら
れ
、
学
生
た
ち
は
第

三
年
次
に
約
八
十
時
間
の
講
義
を
受
け
る
。

中
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
分
野
に
多
く
の
著
作
が
あ
る
。
特
に
先
の

任
応
秋
の
著
し
た
「
中
医
各
家
学
説
」
は
名
著
で
、
そ
の
研
究
の
方
法

論
は
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
書
を
含
め
、
こ
の

分
野
の
著
作
は
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
日
本
で
は
新
た

な
研
究
者
が
生
ま
れ
に
く
い
状
況
に
あ
る
。

し
か
し
、
よ
う
や
く
そ
の
状
況
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
南
京
中
医
薬
大
学
教
授
・
黄
煙
先
生
の
『
中
医
伝
統
流
派
の
系
譜
』

が
翻
訳
出
版
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

漢
方
医
学
、
す
な
わ
ち
中
国
伝
統
医
学
は
、
独
自
の
生
理
論
と
独
自

の
病
理
論
（
病
因
病
機
）
を
持
っ
て
い
る
。
治
療
は
、
そ
の
病
理
論
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。
現
在
の
日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
は
な
く
、

現
代
医
学
的
な
病
名
に
基
づ
い
て
治
療
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
確

か
に
日
本
の
漢
方
医
学
に
お
い
て
も
、
「
気
」
「
血
」
「
水
」
な
ど
の
漢
方

医
学
用
語
を
用
い
て
は
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
「
実
態
の
あ
る
も

の
で
は
な
い
」
（
『
漢
方
治
療
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
日
本
医
師
会
雑
誌
く
巳
』
ｇ
》

ｚ
Ｐ
巴
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
本
来
の
中
国
伝
統
医
学
の
姿
か
ら
は
ほ

ど
遠
い
。
で
は
、
中
国
伝
統
医
学
の
本
来
の
姿
と
は
い
っ
た
い
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
。

本
書
は
、
長
い
中
国
伝
統
医
学
の
歴
史
に
お
い
て
、
十
一
世
紀
（
宋

代
）
よ
り
出
現
し
始
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
を
系
統
的
に
分
類
し
、

そ
れ
ら
の
学
術
的
特
徴
を
述
べ
、
代
表
的
人
物
を
紹
介
し
て
、
各
流
派

の
全
体
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
明
ら
か
に
し


